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１．学術資料としての画像 

 本稿では、民俗学の立場から画像資料がどのように位置づけられるのか、また画像資料が民俗研究

においてどのような可能性をもつのかについて検討しておきたい。もちろん画像資料というのは、学

術研究においては、資料の一部、つまり対象をどのように資料化していくかという、資料化の１つの

手段、方法として存在していることはいうまでもない。 

 例えば考古学でいえば、発掘によって遺構が出てきて、そこに土器が残されていた場合、それをそ

のままの状態に常に保ったり、持ち歩いたりすることはできない。従って、学問的な検討を加えてい

くときには、それを何らかの形で資料化することが必要になってくる。その方法が、例えば図面であ

ったり、写真であったりするのである。至極当然のことで、民俗学も全く同じで、例えば１つの祭り

や儀礼、習俗があっても、その状態を保ったり、持ち歩いたりすることはできないので、何らかの方

法で資料化を行ってきた。 

 つまり、こうしたことからいえば、資料化の手続というのが学問の方法の基礎をかたちづくってい

るといえる。どのようにして対象を学術資料として定着させていくのかということである。その手続

きや方法として民俗学では、「聞き書き」ということを行い、あるいは実際にその祭りや儀礼、習俗を

「観察」という手法によって資料化を計ってきた。具体的には「聞き書き」や「観察」で得られた情

報を文章によって表現する、これがひとつの方法として行われてきたのである。また、それをスチー

ル写真とか映画によって、画像として資料化し、表現することも行われてきた。さらにまた、物質文

化を扱う場合には、民具研究として対象を図面にして資料化し、表現していくことが、特に昭和 50

年代以降行われてきたのである。 

 画像というのは、このように対象を資料化し、これによって表現を行っていく手段であるというこ

とを、まず認識することができる。しかし画像には一方では、ある情感を伝える機能があることも、

敢えていう必要がないことである。写真を見て、そこから私たちは何らかの思いをもつのであり、そ

の思いというのは、感情的な情感だけではなく、学問的な意味での「実感」など、理論的な情感とい

う二面性をもっている。このように画像資料といった場合には、資料化の方法としての画像と、情感

を伝える画像という２つの面があるということを忘れてはならない。 

 資料としての画像とは、当然ながら、いつ、どこで、誰が、何を撮影したのかということが明確に

なっていない限り、その資料的な価値は低いといわざるをえない。撮影した人が何を意図して撮影し

たのかということも重要になる。少なくとも、写されている場がどこであるのかが分かっていなけれ

ばならない。現在では、写真を撮るという行為は日常的になっているわけで、この時にそれぞれの写

真について、いつ、どこで、何を撮ったのかを明確にしておくことは、わけもないことだと思ってい

る人がいると思う。ところがこれがなかなか厄介なことで、例えば私は民俗学を勉強し始めて 30年余

り経つが、この間に撮影した写真全てについて、こうした情報を確実に残しているのかというと、そ

うではない。多くの写真について、記憶にとどめていても、その基本情報を放置してしまっている。

歳をとって体が動かなくなったり、死没したりして記憶が失われた後に、これらが学問的な画像資料

になり得るのかというと、それは難しいといえる。 

 個人の性格にもよるのであるが、撮影者が画像資料の個々について基本的な情報を残すというのは
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そんなに容易ではなく、画像によって対象を資料化していくということは、いうのは簡単だが行うに

は難しということになる。 

 國學院大學折口博士記念古代研究所には、折口信夫が沖縄で撮影した写真、それ以外の日本各地で

撮影した写真が多くある（１）。これらは、いつ、どこで、誰がということがわかっていても、後にそ

れぞれの写真は、撮影者の意図とは別の読みが行われていくことがある。場面の瞬間を切り取った画

像というものは正直な面をもっており、１枚の写真の中には撮影者の意図とは別の情報が収められて

いて、撮影者以外の者が写真を読み取っていく場合には、撮影者の意図とは別の読みをすることが十

分あり得る。 

 この学術フロンティア事業で扱っている古写真の場合には、このことが大変重要である。撮影者の

意図とは別の読み取りが成り立ち得るということは、別のいい方をすると、画像そのものには撮影者

が意図しないにも拘わらず、さまざまな情報が盛り込まれているということである。そもそも画像と

いうものには、文章では表現しきれないほどの豊かな情報が含まれているのである。 

 画像を資料として扱うときに、今回のシンポジウムのタイトルのように「画像資料論」と、「論」を

付けなければならない理由は、画像にはここまで述べてきた３つの面があるからである。つまり１つ

には、画像は、ある対象を学術資料としていくときの手段であり、資料化の方法としての議論が必要

になる。それは、写真そのものが何らかの情感を伝える、また、写真の内容には、撮影者の意図とは

別の読み方ができる場合があるという特質があるからである。「画像資料」というだけではなく、ここ

には当然ながら何らかの議論、つまり資料批判を行うという意味での「論」がなければ学問的には十

分ではないといえる。画像には、上に述べてきたことの裏返しの面があって、いつ、どこで、誰が撮

影したのか明確であっても、その写真は嘘であるという場合がある。たとえば折口信夫の『古代研究』

国文学篇に収められた写真には「寄り神をまつったタブの杜」がある。よく知られている写真だが、

これは嘘の写真といえる。すでに池田弥三郎が指摘しているように（２）、これは能登の一宮である気

多大社の写真で、折口は、ある意図をもって杜の手前にある石垣を全部消して使っている。なぜ消し

たのかというと、石垣があると、折口がもっている古代のタブの杜というものの情感が伝わらないと

考えたからであろう。写真をよく見ると、うっすらと石垣が残っており、また、鳥居を写真から抜く

ことは技術的にできなかったのではないかと思う。 

 画像を、対象の資料化の手段として、あるいは何らかの情感を伝える手段として、さらに逆に画像

からどのように情報を読み取るか、これら３つの面から画像についての議論を進めていくのであるが、

表現の手段ということに重きを置くなら画像を加工して、実際とは違ったものとして使っていくこと

もあるわけで、こうしたことが画像資料のひとつの落とし穴になっているということができる。折口

の例ばかりではなく、有名なものとしては湾岸戦争のときに、真っ黒に油まみれになった水鳥の写真

が、イラクが軍事作戦の１つとして意図的に原油をペルシャ湾に流した、というアメリカの主張とと

もにグローバルに配信され、さまざまなメディアで取り上げられたことがある。しかし、この報道写

真にはトリックがあったことが検証されており（３）、こうしたところに「論」という言葉をつけなけ

ればならない理由があるといえる。 

 

２．民俗学における画像資料の利用 

 それでは次に、民俗学では、画像資料をどのように使ってきたのか、あるいはその利用にどのよう

な可能性があるのかについてみていきたい。まず民俗学関係の学会創設をたどっていくと（４）、ここ

には日本が明治維新を迎え、その後欧米から文明の摂取を盛んに行っていくのと同じような状況を見
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ることができる。具体的には表１のように、いわゆる人類学という用語で表現できる、欧米の文明と

しての学術が日本に入ってきて、東京帝国大学を舞台に明治 17（1884）年に人類学会が創設される。

坪井正五郎など何人かが参加して組織され、明治 19（1886）年には『人類学会報告』という会誌が発

行されるが、この会は同年には東京人類学会と改称され、会誌も『東京人類学会報告』となる。この

学会の流れは現在も続いていて、途中、明治 44（1911）年には『人類学雑誌』という名称になり、現

在では『Anthropological Science』として刊行されている。つまり、文明の摂取のなかでいち早く国

内に学術が根付いたのは東京帝国大学で、それは欧米から移入された人類学会として組織化されてい

る。 

 民俗学のような日本国内の、しかも庶民文化に対する視点が徐々に育っていくのは、明治末・大正

期からといえる。それは欧米からの文明摂取が少し落ち着き始めてからであった。柳田國男は東京帝

国大学で農政学を学び、明治 33（1900）年には官僚として農商務省に勤務するが、当時の地方改良運

動を批判しながら地方の生活実態に目を向けるようになる。明治 42（1909）年には椎葉村の狩猟伝承

を中心とした『後狩詞記』、明治 43（1910）年には佐々木喜善から聞いた遠野の伝承に基づいた『遠

野物語』を執筆し、さらに南方熊楠との交流の中からヨーロッパの民俗学を知るようになる。こうし

た流れのなかで、大正２（1913）年には柳田國男と高木敏夫編集による『郷土研究』が発刊されてい

くのである。この雑誌は、すでに明治 43年に設立されていた「郷土会」の活動を背後にもちながら発

刊されたといえる。「郷土会」というのは、新渡戸稲造を会長に仰ぎ、柳田が主導した会で、その設立

は新渡戸が提唱していた「地方学」と、柳田が考えている郷土研究がリンクして行われ、歴史学、地

理学、農学などさまざまな分野の研究者が参加し、民俗学固有の会ではなかった。一方では、石橋臥

波・坪井正五郎などが中心になって明治 45（1912）年に日本民俗学会を設立し、『民俗』という雑誌

が刊行されるが、この会は短命で、学問的世界への影響力はなかったといえる。 

 柳田國男を核にして、現在の民俗学につながる雑誌としては『郷土研究』があるわけだが、これに

は挿絵はあるものの写真の掲載は行われていない。画像資料である写真が掲載され始めるのは、『郷土

研究』が休刊し、その後を継ぐかたちで折口信夫らによって発刊される『土俗と伝説』である。大正

７（1918）年８月に創刊される『土俗と伝説』のなかには写真が多く使われている。喜田貞吉が主宰

する『民族と歴史』（大正８(1919)年創刊）の場合は表紙に写真や図版が用いられ、その後、柳田國男・

石田幹之助・田辺寿利・奥平武彦・岡正雄・有賀喜左衛門が編集をして大正 14（1925）年に創刊され

る『民族』にも画像資料の掲載が行われていく。さらに折口信夫が積極的に関わって昭和２（1927）

年に民俗芸術の会が設立され、昭和３（1928）年に創刊される『民俗芸術』では写真が重要な位置を

もち、また、昭和３年に創刊される『旅と伝説』にも写真が資料として掲載されている。民俗学関係

の研究雑誌を見ていくと、このように大正時代半ばから徐々に写真掲載が行われるようになっており、

画像による対象の資料化と表現ということでは、大正時代半ばがひとつの区切りとなっている。明治

22（1889）年から刊行が始まる『風俗画報』では、その書名の通り、各地の祭礼や行事等々が盛んに

図版で紹介されるが、大正７年の『土俗と伝説』以降は、学術雑誌にも写真掲載が行われていくので

ある。 

  例えばここであげた『土俗と伝説』、『民俗芸術』、『民族』について、具体的にどのように画像資料

が使われているのかを見ていくと、表２のように、まず初めの『土俗と伝説』第１巻１号では、ニコ

ライ・ネフスキーによる陸中遠野の「獅子踊り」写真が表紙に使われ（図１）、さらに折口信夫が「岡

本彦七」の名で執筆した「だいがくの研究」には「だいがく」の写真と図（図２）、佐々木喜善の「お

しら神異聞」には「おしらさま」の写真が掲載されている。『土俗と伝説』は結局は第１巻４号で終刊
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民俗学関係学会創設と会誌の発行表１

西暦 和暦 学会及び誌名

人類学会 東京人類学会1885 18明治 年

『人類学会報告 『東京人類学会報告』1886 』

1887

1888

『風俗画報』1889

明治 年1890 23

1891

1892

1893

（ 『國學院雑誌』創刊）1894 明治 年 月27 11

明治 年1895 28

1896

1897

1898

1899

明治 年1900 33

1901

1902

1903

1904

明治 年1905 38

1906

1907

1908

1909

明治 年1910 43

『人類学雑誌』1911

柳田國男・高木敏雄1912 日本民俗学会

『民俗』 『郷土研究』1913

1914

大正４年1915

号1916 478

折口信夫 ４巻 号1917 12

喜田貞吉1918 『土俗と伝説』

『民族と歴史』1919 ４号

大正９年1920

1921

改称1922

『社会史研究』1923 日本社会学会

『社会学雑誌』1924
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大正 年 『民族』1925 14 柳田國男ら

1926

折口信夫ら1927

『民俗芸術 『旅と伝説』1928 折口ら 』

４巻３号1929 『民俗学』

岡村千秋1930 昭和５年

５巻６号1931 『郷土研究』復刊

『ドルメン』1932

５巻 号1933 11

日本民族学会 ７巻７号 関敬吾 民間伝承の会1934

昭和 年 『民族学研究』 『昔話研究』 『民間伝承』1935 10

1936

1937

1938

５巻７号1939

昭和 年1940 15

日本人類学会1941

1942

1943

巻１号1944 17

昭和 年1945 20

1946

1947

1948

日本民俗学会1949 『岡山民俗』

昭和 年1950 25

『 』1951 地方史研究

1952

『日本民俗学』1953

『山陰民俗 『民俗』1954 』

昭和 年1955 30

『 社 会1956

『西郊民俗』1957 と伝承』

『 』1958 日本民俗学会報

1959

昭和 年1960 35

民俗芸能学会1961

『 』1962 民俗芸能

1963

1964

521965 40昭和 年 昭

『 『社会学評論 『民族学研究』 『日本民俗学』昭和 年１月からAnthropological Science 45』 』
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となるが、各号とも表紙に民俗写真を掲げ、本文中にも何枚かの写真を使っているのであり、民俗学

関係の学術雑誌では、これが画像資料利用の嚆矢といってよい。次の『民族』になると、民俗学の研

究者だけではなく、鳥居龍蔵や原田淑人、浜田青陵など、人類学や考古学研究者たちも参加していて、

多岐にわたる画像資料が使われているのが特色である。 

 個々の掲載写真についての説明は省くが、現時点までに検索を終えた、大正７（1918）年から昭和

５（1930）年６月までの学術雑誌・研究書における掲載画像資料一覧をあげると表２のようになる。

写真を論文などに使って何らかの表現を行っていくということでは、早川孝太郎や折口信夫が積極的

であるのがわかる。柳田國男の論文でも写真が皆無というわけではなく、昭和３（1928）年６月の『民

俗芸術』第１巻６号の「島の歴史と芸術」に「布さらし節」の写真、昭和４（1929）年４月の『民俗

芸術』第２巻４号の「人形とオシラ神」に「鳥取の流し雛」「紀州湯川明神の人形」「八王子の車人形」

の写真などが使われている。ただし、これらについては柳田自身が掲載を指示したのか、雑誌編者が

関連写真を挿入していったのかは不明である。 

 画像資料による民俗の資料化と表現ということでは、『土俗と伝説』『民俗芸術』という雑誌が重要

であることは明らかである。『郷土研究』の表紙は挿絵であったのが、『土俗と伝説』表紙では写真と

なり、『民俗芸術』では口絵写真を付けて解説がなされる（図３）というように、画像資料の扱いが重

くなっていくことも指摘できる。さらに注目されるのは、折口信夫の「だいがくの研究」を見ると、

ここでは図２のように写真と図解とが並置されていることである。これは現在の学問水準からいうな

ら特記されることではないかもしれないが、大正７年時点で、論文のなかでこうした表現の方法をと

っていることは刮目すべきだといえよう。折口の場合、こうした手法は図４Ａ・Ｂのように大正 12

（1923）年の沖縄調査の時にも行っており、対象である民俗事象の資料化には極めて高い客観性を与

えていたということができる。 

 学術雑誌・研究書における掲載画像資料一覧以降のものでは、やや時代は下るが、昭和 12（1937）

年５月に、渋沢敬三が主宰したアチック・ミューゼアムが刊行する『民具問答集』では、図５のよう

に写真カタログともいえるような、対象写真を掲げてこれについての解説を施していくという表現方

法がとられている。現在、盛んに作成公開されつつある Web上での資料データベースやデジタルミュ

ージアムの手法は、多くが基本的にはこの『民具問答集』の延長線上にあるといっても過言ではなか

ろう。『民具問答集』の場合には、それぞれの民具の写真がなければ全く意味のないものになってしま

うわけで、対象が写真によって表現されていることが重要な意味をもっている。 

 

３．柳田國男と折口信夫の画像資料の位置づけ 

 大正期から昭和初期にかけての民俗学における画像資料利用の概略は以上のようになるが、ここで

当時の柳田と折口の画像資料の位置づけについて触れておくと、両者には大きな差があるといえる。 

 例えば柳田國男は、郷土会のメンバーを中心に、民家研究会の白茅会の会員を加えて大正７年８月

15 日から 25 日にかけて内郷村で共同調査を行っている。この調査は郷土会に参加しているさまざま

な分野の研究者たちが１つの村落で調査を行ったもので、いわゆる組織的なフィールドワークの嚆矢

ということができる。参加しているメンバーは柳田以下、地理学や農学、植物学など多分野の人たち

で、もちろん総合的な村落調査としても初めてのものである。この調査は、事前に調査内容の検討が

行われ、調査項目を作成して臨むというもので、現在は神奈川県相模湖町となっている内郷村の小学

校長・長谷川一郎、青年団長・鈴木重光などによる全面的なバックアップがあって実現し、郷土誌の

作成が目指された（５）。しかし、調査終了後の柳田の発言を見ていくと、総合的な村落共同調査は失
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敗であったと、成果については否定的である。調査結果は、参加者が『都市及農村』という雑誌に論

考、見聞録、エッセイを執筆するにとどまっており、柳田はこの調査が失敗だったことを踏まえて「村

を観んとする人のために」という論考を著わし、フィールドワークの方法について再説していく（６）。

また、「相州内郷村の話」と題して共同調査の成果を発表し（７）、大正 11（1922）年３月に発刊する炉

辺叢書の１冊である『郷土誌論』（郷土研究社）に収録していくのである。 

 この「相州内郷村の話」では、実際の現地調査では「最優良の人足が、延べにして九十二、三人程

出たのであります。とんと田植を見たやうな騒ぎで、いや此二万分一図は古いことの、わざわざ印刷

して持つて往つた一万分一が違って居るから直すのと、其は其は綿密な穿鑿を致しました」と、調査の

充実ぶりを述べ、続いて「カメラなども大小四つか五つ有りまして、少くとも百枚以上ぱちぱちとや

りました」と言っている。そして、この調査については「同行の諸君の意見は未だちつとも承はつて

居りませぬが、私だけの実験は、一言を以て申せば村落調査と云ふものは、非常に面白いと同時に、

非常に六つかしい仕事だと云ふ、是だけであります」と感想を述べている。 

 大正７（1918）年の内郷村調査には、このように複数のカメラが持ち込まれ、当時としては多くの

写真が撮影されているが、「某会の席上にて」と副題された「相州内郷村の話」では、発表時には「残

念ながら今晩は其地図も写真も、悉皆持参することを忘れました」と写真の提示は行われていない。

これは意図的に持参しなかったのか、うっかり忘れたのかはわからないが、少なくとも調査後に『都

市及農村』に寄せた論考にも写真の使用は行っていないのであり、こうしたことからは、どうも柳田

國男は画像資料というものに重きをおいていなかったのではないかと思われる。口頭発表にも論考に

も写真を使ってないことには何らかの理由があると考えられよう（８）。これについては今後の課題と

なるが、ここで指摘できるのは、柳田の文章を見ていくと、その表現は紀行文が土台になっていると

いうことができ、これは画像でいえば、動画の世界が柳田の世界だといえるのではないかということ

である。描写の連続性のなかで思索を展開し、結論を導き出していくという方法で、瞬間的にある場

面を写し取るスチール写真の発想はなかったのではないかと思う。 

 これに対して折口信夫の場合は、大正10（1921）年の沖縄調査、壱岐調査にカメラを持参して撮影

を行い、自分の著作にも画像を入れていく。先述したように大正７年８月に『土俗と伝説』に発表す

る「だいがくの研究」では、「だいがく」の写真と図解とを並置して論述し、前掲したように大正 12

（1923）年の沖縄調査でも、写真と図解を並行して資料化を進めている。 

 このような折口の画像によって資料化を進めるという発想については、例えば大正４（1915）年４

月 22日の「日記」の記載内容からその一端をうかがうことができる。４月 22日の「日記」の、25日

の「追ひ書き」には「ひる三越でゑはがき写真をとる。金ちゃんと喜三ちゃんとの為である。よっぽ

ど手札形にとらうとしたが、例の焦慮がゆるさなかった。子どもの時から、瞬間の猶予もなく対象を

把握せんとした癖が、今に残ってゐる」（９）とある。重要なのは「瞬間の猶予もなく対象を把握せん

とした癖」という表現で、ここからは瞬時にしてある情景を読み取っていくという感覚が折口のなか

にはあったということである。 

 つまり、柳田國男の文章が紀行文の発想で、画像でいうなら映画の世界ならば、折口信夫はスチー

ル写真の世界といえるわけで、何十分の一、何百分の一秒というシャッタースピードで情景を写し取

っていくのと同じようにして、瞬時に対象を捉えて短歌として表現していくことを繰り返している。

いわば写真表現と近い感覚が折口の中にはあったと思われるのであり、これは、写真の世界でいうな

ら、ほぼ同時代に「光と其諧調」を重視する風景写真論を展開した福原信三の「俳句写真論」と相通

ずるところがあるようにも思われる（10）。 
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 折口がさまざまな人に出した書簡（11）を見ていくと、大正７年４月 12日付けで胡桃沢勘内に宛てた

封書では、今度、自分が編輯人になって『伝説と民俗』（実際は『土俗と伝説』という雑誌名で発刊）

という雑誌を出すことになったが、これは「まじめな、かたはら、多少通俗的に、絵や、写真も入れ

て出すことになってゐます。何分の、御手助けを願はねばなりませぬ。今度は、ねふすきいさんも、

書いてくれるはずになって居ります。どうぞ、小篇・報告・写真の類、御めぐみを願ひます」と記し

ている。「通俗的に、絵や写真も入れて」と言っているが、この表現は次元を下げてということではな

く、当時の社会情勢にあわせて出版物にも絵や写真を入れたいと理解できる。明治 33（1900）年に私

製葉書が解禁になって絵葉書の発行が始まり、ニュース性の高い絵葉書が次々に発刊され、多くの人

たちがこれを買い求めたという状況があったのである。折口は画像のもつ有用性をいち早く認識して

いたと考えることができよう。折口の書簡では、明治40（1907）年９月２日付で蛯谷金太郎に宛てた

葉書は絵葉書だし、大正８（1919）年９月８日には郡上八幡から柳田に宛てた葉書には「焼けた町々

の写真は、その節、下から見舞に来た人々が、買うて帰って、一枚もありません」として、焼け残っ

た郡上八幡全景絵葉書を使っている。さらに、大正９（1920）年 10 月頃と思われる新野の仲藤増蔵宛

の未投函書簡では、明年１月に参る際には「写真機持参仕り、舞人などの風姿永遠に残し置き度存じ

候」としている。 

 民俗学界における画像資料論については、菊池暁『柳田国男と民俗学の近代 奥能登のアエノコト

の二十世紀』（吉川弘文館、平成 13(2001)年 10月）、矢野敬一「戦前における映像メディアと『郷土』

の表象－熊谷元一『会地村 一農村の写真記録』と民俗学－」（12）などにとどまっているのが現状で

ある。画像資料論については、学界での議論は極めて低調であったといわざるをえないのであるが、

矢野はこの論文で熊谷元一の『会地村 一農村の写真記録』について、当時の社会情勢のなかでの位

置づけを試みるとともに、民俗学における写真利用について分析している。熊谷の写真帳の位置づけ

はともかくとして、民俗学における写真利用の分析については、状況的であり、しかも画像資料に積

極的であった折口信夫やアチックミューゼアムに言及されておらず十分とはいえないが、柳田國男と

その周辺において確認できるのは「記録と表現の技法としての写真は昭和 10年代前半と後半とでは、

その位置付けに大きな転換があるという点だ。萌芽的ではあれ、写真を調査の技法の一環として受け

止めようという姿勢から、逆に写真の記録手段としての独自性への関心を後退させていく姿勢へと。

一言で言えば転換の内実はこのようなものとなろう」という重要な指摘をしている。 

 矢野のいうように、いわば民俗学の本流での画像資料の認識と扱いが、民俗学における画像資料論

の低調さにつながっていることはいうまでもなかろう。しかし、折口信夫や渋沢敬三・アチックミュ

ーゼアムを視野に入れるなら、やや異なった状況が見えてくることは、前述の通りである。 

 すでに別稿で述べたように（13）、國學院大學折口博士記念古代研究所には、大正 10（1921）年以降、

折口あるいは調査同行者が撮影した民俗写真が約 2200 点、折口のコレクションになる戦前までの歌舞

伎絵葉書が約 2500 点残されており、画像に対する思いは柳田のそれとは全く異なっていたということ

ができそうである。折口による画像資料については別途稿を改めて論じることを考えているが、画像

による対象の資料化と表現ということでは、早川孝太郎、そして昭和初期以降の渋沢敬三・アチック

ミューゼアム資料が重要なもので、あわせての検討が必要になってくる。未刊ながら、本学術フロン

ティア事業では平成 14年度に「近代庶民生活と画像資料」と題して、須藤功、香月洋一郎、斉藤多喜

夫、田辺幹、山内利秋、そして小川直之によるシンポジウムも行っており（14）、この成果刊行もあわ

せて行っていく必要性がある。 
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４．画像資料から民俗を読む 

 学史的には検討しなければならないことが多くあるが、今後の画像資料論にむけて、従来の民俗学

の成果をもとにして、ここで画像資料の可能性について検討しておくことにする。 

 画像資料論を行っていくときに、まず初めに取り上げなければならないのは、アチックミューゼア

ムである日本常民文化研究所が、渋沢敬三の発案で行った絵巻物の研究である。渋沢は昭和４（1929）

年に早川孝太郎に誘われて奥三河に行き、花祭りや当地の生活のあり様などを見学する。そして、花

祭りを中心とした奥三河の暮らしを記録映画化していく。渋沢は民俗の映像記録をいち早く手がけて

いくのであり、こうした画像資料の着想が基になったとも思われるのが、昭和 15（1940）年に開始さ

れる、画像記録ともいえる絵巻物を用いた生活文化研究である。アチックミューゼアムによって絵巻

物研究会として開始され、第二次世界大戦によって中断した後、昭和 30年代に再開されて絵巻物の複

写を行いながらそこに描かれている場面の解読、各場面に登場する行為やものについての分析が行わ

れていく。その成果が『絵巻物による日本常民生活絵引』全５巻（15）として刊行されるのであり、こ

の研究は今日的な画像資料研究の先駆的な業績として、高い評価が与えられている。 

 この成果を現在から振り返ってみて、こうした研究が意味するところを考えてみると、これは描か

れた画像を見ながら民俗を発見していく作業だといえよう。つまり、定型的な、伝承されている生活

様式を見い出していく研究だと理解することができるのである。こうした手法は現在私たちが写真を

撮影するときに、あるいは古写真を見るときにつなげることができるわけで、画像から民俗を発見し

ていく、そしてその画像の細部の把握ということが画像資料論のなかでは必要であるといえよう。 

 『絵巻物による日本常民生活絵引』では、図６のように画像の細部に番号をつけて、これに従って

逐一説明しているのであって、細部の読み取りを行っていることがわかる。これとまったく同じ手法

で編まれたのが須藤功編の『写真でみる日本生活図引』全９巻（弘文堂、平成５（1993）年刊）であ

る。この本の第１巻である「たがやす」は、各章の概説を編者の須藤が執筆し、個々の写真の概説と

写し込まれた細部の説明は筆者が執筆した。編者の須藤が写真を選び、解説すべき細部に番号を付し

たものを渡され、それに従って解説を行った。つまりは、番号が付された細部の読み取りと、１枚の

写真全体が表している主題を読解していくことが要求されたわけで、この作業が民俗の発見と細部の

読み取りということになる。 

 しかし、この作業は先程も述べたように、撮影者の意図を離れて筆者がこの写真をどのように読み

取っていくかということであり、撮影者の意図と同じように筆者が読み取っているとは限らない。画

像資料論というような議論が必要になる理由は、こういうところにもあるわけである。たとえば図７

にあげた写真は、須藤によって「山村の畑」という画題が与えられ、これに従って写真解説と細部の

説明を行ったが、写真の読みによっては、手前に写っている６人の少年たちの農作業というところに

撮影者の意図があったのかもしれない。そうであるならば、確かに山村の畑作業には違いはないが、

少年の集団作業に大きな意味があるともいえよう。 

 図８の写真の場合は、母親が赤子をあやしている場面と水田の脇の小屋のようなところで家族がそ

ろって昼食をとっている場面である。これらの写真は「昼どき」であることには違いなく、民俗学か

らはここにあるような読解ができるが、この一家団欒の光景は、例えば家族史からの観点、歴史学か

らの観点からだとどうなるのか、母親が赤子をあやしている写真は、この場面をめぐって家政学や教

育学からもさまざまな議論が可能になってくる。このように考えると、画像資料をめぐってはその資

料論と、もうひとつ非常に重要なことは、画像読解をめぐる議論を行い始めると、ひとつの学問分野
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ではおさまらない、濃密な情報が写真には内包されているということである。１枚の写真には、その

読解に関して深い学際性が要求されるのである。 

 画像資料論を展開させるのなら、そこには学際的な研究の必要性が生じてくるわけで、さらにこれ

を推し進めていくと、近代以降創り上げられてきた学問的なディシプリンの組み替えが課題となって

くる。たとえば画像資料学会のような学会が立ち上がってこないと、１枚の画像資料を十分に活用し

ていくことができないのではなかろうかということである。 

 もうひとつ例をあげると、図９は京都市文化財保護課が刊行した『一枚の写真－近代京都庶民生活

写真引き－』（平成 11(1999)年 11月）に収録されたものである。これは『写真でみる日本生活図引』

と全く同じ手法で作成されたもので、ここにある場面は、民俗学だけでは十分な説明ができないのは

いうまでもない。左側の「お祓いを受ける兵士たち」の読解には、近代史とか神道史の研究者の参画

が必要になるし、右側の「戦地での慰問団」についても近代史、芸能史などの研究者の読みが重要に

なる。 

 図 10 は、私が編集を行った神奈川県の『山北町史』別編民俗（山北町、平成 13(2001)年３月）の

写真読解である。これも『絵巻物による日本常民生活絵引』・『写真でみる日本生活図引』と同じ手法

で写真を扱ったもので、画像資料が地域史研究のなかでどのように活用でき、文章による表現と比べ

てどのような利点があるのかといった議論が必要になってくる。自治体史編纂のなかに図録編を作成

することは従来から行われ、ビジュアルであるというところにその特色がいわれてきたが、さらに一

歩深めて、画像資料の資料的批判や歴史叙述のなかでの意味を検討する必要があろう。 

 次の図 11は、香月洋一郎著の『景観のなかの暮らし－生産領域の民俗－』（改訂新版）（未来社、平

成 12(2000)年 12 月）に収録されているもので、ここでは写真からある見解を叙述していくというこ

とが行われている。香月は写真と図を組み合わせることで、ひとつの情報を読み取って表現しようと

いう手法を示している。単に写真を読解していくというのではなく、そこに別の表現を加えることで

新たなものを発見していくという手法が注目できよう。 

 ここまでは、１枚の写真の読解と細部の読み取りの例だが、図 12はこれらとは違って、変化をどの

ように表現していくかという例である。これは滋賀県立琵琶湖博物館が刊行した『私とあなたの琵琶

湖アルバム』（平成９(1997)年 10月）から採ったもので、同じ場所を昭和 30年代と現在とを比較して

見せている。つまりは変化を叙述するという手法を画像に与えているのである。同じことを文章で行

えるのかといえば、それは無理ということになろう。次の図 13Ａ・Ｂは、昭和 30（1955）年３月に長

野県教育委員会から発行されたもので、１つのモデルとなり得る優れた写真集といえる、「写真信濃風

土記」２として発刊された『雪まつり』で、いうまでもなく阿南町新野が舞台になっている。これは

発刊前年の昭和 29（1954）年に新野で、ある意図をもって写真を撮り、その写真によって暮らしぶり

を叙述している。つまり、共時的に生活全体を写真によって資料化して表現したものである。図 14

は『山に生かされた日々 新潟県朝日村奥三面の生活誌』（「山に生かされた日々」刊行委員会編、昭

和 59(1984)年 12 月）から引用したのもので、ダム湖に水没する三面に撮影者が１年住み込んで村人

たちの生活をつぶさに撮影して編んだものである。共時的な生活叙述を写真によって行っているので

ある。 

 画像資料から民俗を読むといったときに何ができるのかというと、それは、１つには民俗の発見と

細部の叙景であり、もう１つは変化の叙景、文章では限界がある景観などの変化を画像によって表現

していく、さらにもう１つは、共時的に暮らしのありさまを叙景していく手法で、これは写真民俗誌

とも言い得よう。 
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 これらとは異なった手法での、画像資料のもう１つの可能性をあげておくと、柳田が主宰した民俗

学研究所が編集して昭和 30（1955）年４月に朝日新聞社が発行した『日本民俗図録』の手法があげら

れる。この書は、主に昭和初期に行われた、所謂山村調査や海村調査、そして戦後の離島調査などに

よって集められた写真を編集したもので、柳田國男監修となっている。図 15にはそのなかの「喪服と

新墓」の頁で、ここには点数は少ないものの比較の意図がうかがえる。こうした手法は、主に図版を

用いたものだが、同じく民俗学研究所編の『年中行事図説』（昭和28（1953）年刊、昭和 50（1975）

年 10月復刊、岩崎美術社）にもうかがうことができる。ある民俗事象を写真によって全国的に比較す

ることは容易ではなく、先の『日本民俗図録』は、おそらく偶然に撮影されたものを用いているため

に、その萌芽が見られる程度にとどまっているのである。これに対して、図 16にあげた松村利規によ

る「宮崎の精霊棚」（16）は、１つの県とはいえ宮崎県内の盆棚を実見しながら写真に撮って歩き、こ

れを用いて比較してみせた論文で、画像資料を用いた優れた論文といえる。この論文で用いている比

較写真は、いうまでもなく偶然に撮影されたものではなく、比較を意図して撮られたものである。こ

れを並べていくことによって画像から盆棚の形態が比較ができ、文章では見えてこない新たな問題や

特色が明確になっている。 

 画像資料を用いて対象を比較する場合には、偶然的に撮影された写真では十分ではないことはいう

までもなく、比較すべき基準を定めての撮影が必要になってくる。考古学や民具研究といった物質文

化研究では、ものの比較を見据えた撮影基準が議論されているが、静物以外についてはまだ実例が少

なく、撮影基準も含めて今後の課題となろう。 

 本稿で検討したかったことは、さまざまな写真を画像資料として学問的に位置付けていくためには、

資料論として議論を行っていくことが必要で、これを踏まえて表現の手段としていかなくてはならな

いということである。また、資料論として議論することからは、画像がもっている高い学際性が明ら

かになってくるのであり、それによって資料を基にした新たな学問的なディシプリンを立ち上げてい

くということが必要ではなかろうかということである。 
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 （12）矢野敬一「戦前における映像メディアと『郷土』の表象－熊谷元一『会地村 一農村の写真記録』と民俗学－」『日本

民俗学』235 号、日本民俗学会、平成 15(2003)年８月 

 （13）小川直之「折口信夫のまなざし」（『折口信夫全集月報』22、中央公論社、平成９年(1997)年１月）、小川直之「折口信

夫研究の資料群」（『日本文學論究』第 61 冊、國學院大學國文學會、平成 14 年３月） 

 （14）学術フロンティア事業「劣化画像の再生活用に関する基礎的研究」によるシンポジウム「画像資料と近代生活誌」、平

成 13(2001)年 12 月８日 
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所

は
こ

の
前

面
の

一
棟

で
あ

る

宮
良

当
壮

「
鳩

間
島

記
事

」
『
民

族
』
2
-
1

大
正

1
5
年

1
1
月

1
9
2
6
1
1

1
5
1

大
正

1
2
年

旧
八

月
七

日
の

雨
乞

ひ
の

時
、

友
利

御
嶽

の
神

木
蒲

葵
(斜

に
見

ゆ
る

が
其

幹
)の

下
で

撮
す

。
前

列
白

衣
、

頭
に

長
簪

を
頂

け
る

四
人

が
巫

女
、

後
の

男
が

総
代

の
大

工
恵

理
君

、
石

垣
の

内
は

神
の

御
座

で
あ

る
。

宮
良

当
壮

「
鳩

間
島

記
事

」
『
民

族
』
2
-
1

大
正

1
5
年

1
1
月

1
9
2
6
1
1

1
5
2

第
一

図
喜

田
貞

吉
「
東

北
石

器
と

支
那

文
化

」
『
民

族
』
2
-
2

昭
和

２
年

１
月

1
9
2
7
0
1

４

第
二

図
喜

田
貞

吉
「
東

北
石

器
と

支
那

文
化

」
『
民

族
』
2
-
2

昭
和

２
年

１
月

1
9
2
7
0
1

７

第
三

図
喜

田
貞

吉
「
東

北
石

器
と

支
那

文
化

」
『
民

族
』
2
-
2

昭
和

２
年

１
月

1
9
2
7
0
1

８

上
図

は
戸

金
の

神
楽

　
幕

の
舞

　
才

蔵
は

多
田

翁
早

川
孝

太
郎

「
三

州
戸

金
の

神
楽

村
及

び
神

楽
の

才
蔵

の
こ

と
」

『
民

族
』
2
-
2

昭
和

２
年

１
月

1
9
2
7
0
1

1
5
3

下
図

は
戸

金
神

楽
の

才
蔵

多
田

愛
之

助
早

川
孝

太
郎

「
三

州
戸

金
の

神
楽

村
及

び
神

楽
の

才
蔵

の
こ

と
」

『
民

族
』
2
-
2

昭
和

２
年

１
月

1
9
2
7
0
1

1
5
3

●
橋

浦
泰

雄
「
五

島
の

鬼
の

火
」

『
民

族
』
2
-
2

昭
和

２
年

１
月

1
9
2
7
0
1

1
9
5

(法
然

上
人

絵
伝

か
ら

)第
２

図
高

橋
健

自
「
直

垂
の

起
原

」
『
民

族
』
2
-
3

昭
和

２
年

３
月

1
9
2
7
0
3

６

(文
永

賀
茂

祭
草

子
か

ら
)第

３
図

高
橋

健
自

「
直

垂
の

起
原

」
『
民

族
』
2
-
3

昭
和

２
年

３
月

1
9
2
7
0
3

７

(春
日

験
記

一
七

か
ら

)第
四

図
高

橋
健

自
「
直

垂
の

起
原

」
『
民

族
』
2
-
3

昭
和

２
年

３
月

1
9
2
7
0
3

８

(融
通

念
仏

縁
起

下
か

ら
)第

五
図

高
橋

健
自

「
直

垂
の

起
原

」
『
民

族
』
2
-
3

昭
和

２
年

３
月

1
9
2
7
0
3

８

●
藤

木
喜

久
麿

「
新

島
に

於
け

る
子

守
の

こ
と

」
『
民

族
』
2
-
4

昭
和

２
年

５
月

1
9
2
7
0
5

1
6
7

●
藤

木
喜

久
麿

「
新

島
に

於
け

る
子

守
の

こ
と

」
『
民

族
』
2
-
4

昭
和

２
年

５
月

1
9
2
7
0
5

1
6
8

●
宮

良
当

壮
「
石

垣
島

の
ミ

ン
サ

ー
」

『
民

族
』
2
-
4

昭
和

２
年

５
月

1
9
2
7
0
5

1
7
8

周
防

国
吉

敷
郡

下
宇

野
令

村
発

掘
巴

形
銅

器
(約

二
・

五
分

一
大

)(
東

京
帝

室
博

物
館

蔵
)

津
田

敬
武

「
太

陽
崇

拝
と

宗
教

観
念

の
発

達
」

『
民

族
』
2
-
5

昭
和

２
年

７
月

1
9
2
7
0
7

４

池
城

墓
の

外
景

島
袋

源
七

伊
波

普
猷

「
南

島
古

代
の

葬
儀

」
『
民

族
』
2
-
5

昭
和

２
年

７
月

1
9
2
7
0
7

1
8

池
城

墓
の

内
部

島
袋

源
七

伊
波

普
猷

「
南

島
古

代
の

葬
儀

」
『
民

族
』
2
-
5

昭
和

２
年

７
月

1
9
2
7
0
7

2
0

●
清

野
謙

次
「
日

本
石

器
時

代
に

関
す

る
考

察
」

『
民

族
』
2
-
6

昭
和

２
年

９
月

1
9
2
7
0
9

９

第
一

図
　

敦
煌

出
土

漆
杯

原
田

淑
人

「
支

那
杯

の
器

形
と

用
途

と
に

つ
い

て
」

『
民

族
』
2
-
6

昭
和

２
年

９
月

1
9
2
7
0
9

4
6

第
二

図
　

内
蒙

古
肯

特
山

出
土

漆
杯

原
田

淑
人

「
支

那
杯

の
器

形
と

用
途

と
に

つ
い

て
」

『
民

族
』
2
-
6

昭
和

２
年

９
月

1
9
2
7
0
9

4
6

第
三

図
　

遼
陽

出
土

土
杯

原
田

淑
人

「
支

那
杯

の
器

形
と

用
途

と
に

つ
い

て
」

『
民

族
』
2
-
6

昭
和

２
年

９
月

1
9
2
7
0
9

4
8

第
四

図
　

楽
浪

遺
跡

出
土

漆
杯

原
田

淑
人

「
支

那
杯

の
器

形
と

用
途

と
に

つ
い

て
」

『
民

族
』
2
-
6

昭
和

２
年

９
月

1
9
2
7
0
9

4
9

第
五

図
　

内
面

漆
塗

銅
杯

原
田

淑
人

「
支

那
杯

の
器

形
と

用
途

と
に

つ
い

て
」

『
民

族
』
2
-
6

昭
和

２
年

９
月

1
9
2
7
0
9

5
0

第
六

図
　

楽
浪

遺
跡

出
土

青
銅

杯
原

田
淑

人
「
支

那
杯

の
器

形
と

用
途

と
に

つ
い

て
」

『
民

族
』
2
-
6

昭
和

２
年

９
月

1
9
2
7
0
9

5
1

第
七

図
　

武
氏

前
石

室
画

象
第

七
石

原
田

淑
人

「
支

那
杯

の
器

形
と

用
途

と
に

つ
い

て
」

『
民

族
』
2
-
6

昭
和

２
年

９
月

1
9
2
7
0
9

5
2

第
一

図
　

貔
子

窩
発

見
彩

色
土

器
浜

田
青

陵
「
貔

子
窩

の
土

器
」

『
民

族
』
2
-
6

昭
和

２
年

９
月

1
9
2
7
0
9

7
1

第
二

図
　

貔
子

窩
発

見
彩

色
土

器
浜

田
青

陵
「
貔

子
窩

の
土

器
」

『
民

族
』
2
-
6

昭
和

２
年

９
月

1
9
2
7
0
9

7
1

第
三

図
　

貔
子

窩
発

見
彩

色
土

器
浜

田
青

陵
「
貔

子
窩

の
土

器
」

『
民

族
』
2
-
6

昭
和

２
年

９
月

1
9
2
7
0
9

7
3

第
四

図
　

貔
子

窩
発

見
彩

色
土

器
浜

田
青

陵
「
貔

子
窩

の
土

器
」

『
民

族
』
2
-
6

昭
和

２
年

９
月

1
9
2
7
0
9

7
3

第
一

図
　

貔
子

窩
遺

跡
全

図
島

田
貞

彦
島

田
貞

彦
「
貔

子
窩

遺
跡

発
掘

記
」

『
民

族
』
2
-
6

昭
和

２
年

９
月

1
9
2
7
0
9

8
0

第
三

図
　

Ｂ
地

点
発

掘
風

景
島

田
貞

彦
島

田
貞

彦
「
貔

子
窩

遺
跡

発
掘

記
」

『
民

族
』
2
-
6

昭
和

２
年

９
月

1
9
2
7
0
9

8
5

第
四

図
　

■
複

原
島

田
貞

彦
「
貔

子
窩

遺
跡

発
掘

記
」

『
民

族
』
2
-
6

昭
和

２
年

９
月

1
9
2
7
0
9

8
6

第
五

図
　

単
■

子
発

見
島

田
貞

彦
島

田
貞

彦
「
貔

子
窩

遺
跡

発
掘

記
」

『
民

族
』
2
-
6

昭
和

２
年

９
月

1
9
2
7
0
9

8
9

●
清

野
謙

次
「
北

海
道

東
北

部
に

於
け

る
人

類
学

的
探

究
紀

行
」

『
民

族
』
3
-
1

昭
和

２
年

1
1
月

1
9
2
7
1
1

1
1
4

●
ネ

フ
ス

キ
「
故

シ
ュ

テ
ル

ン
ベ

ル
グ

氏
ー

其
小

伝
と

著
作

」
『
民

族
』
3
-
2

昭
和

３
年

１
月

1
9
2
8
0
1

1
0
1

108



●
岡

　
正

雄
「
故

ハ
ー

ト
ラ

ン
ド

博
士

の
小

伝
及

著
作

表
」

『
民

族
』
3
-
2

昭
和

３
年

１
月

1
9
2
8
0
1

1
0
7

●
清

野
謙

次
「
北

海
道

東
北

部
に

於
け

る
人

類
学

的
探

究
紀

行
」

『
民

族
』
3
-
2

昭
和

３
年

１
月

1
9
2
8
0
1

1
2
1

ハ
リ

ハ
リ

踊
実

写
永

田
衡

吉
解

説
『
民

俗
芸

術
』
1
-
1

昭
和

３
年

１
月

1
9
2
8
0
1

口
絵

翁
の

仮
面

（
京

都
壬

生
寺

所
蔵

）
『
民

俗
芸

術
』
1
-
1

昭
和

３
年

１
月

1
9
2
8
0
1

3
2

花
田

植
に

出
る

釆
振

り
(九

才
よ

り
十

四
才

位
ま

で
の

少
女

が
な

る
)

安
佐

郡
安

村
農

会
「
広

島
県

安
佐

郡
の

花
田

植
」

『
民

俗
芸

術
』
1
-
1

昭
和

３
年

１
月

1
9
2
8
0
1

8
6

松
ヶ

崎
題

目
踊

(写
真

展
覧

会
出

品
の

中
よ

り
)

涌
泉

寺
　

深
見

耀
宏

解
説

『
民

俗
芸

術
』
1
-
2

昭
和

３
年

２
月

1
9
2
8
0
2

口
絵

淡
路

三
條

の
人

形
芝

居
秀

衡
舘

の
段

（
展

覧
会

出
品

の
中

よ
り

）
『
民

俗
芸

術
』
1
-
2

昭
和

３
年

２
月

1
9
2
8
0
2

2
2

新
野

伊
豆

神
社

お
牛

(展
覧

会
出

品
の

中
よ

り
)

『
民

俗
芸

術
』
1
-
2

昭
和

３
年

２
月

1
9
2
8
0
2

5
8

鳳
来

寺
田

楽
萬

歳
楽

(展
覧

会
出

品
の

中
よ

り
)

『
民

俗
芸

術
』
1
-
2

昭
和

３
年

２
月

1
9
2
8
0
2

5
8

花
園

村
梁

瀬
の

御
田

(展
覧

会
出

品
の

中
よ

り
)

『
民

俗
芸

術
』
1
-
2

昭
和

３
年

２
月

1
9
2
8
0
2

7
5

第
三

十
五

座
の

大
蛇

退
治

小
寺

融
吉

「
秩

父
神

楽
と

秩
父

人
形

の
解

説
」

『
民

俗
芸

術
』
1
-
2
附

録
昭

和
３

年
２

月
1
9
2
8
0
2

3

熊
谷

舘
騒

動
継

子
責

の
場

小
寺

融
吉

「
秩

父
神

楽
と

秩
父

人
形

の
解

説
」

『
民

俗
芸

術
』
1
-
2
附

録
昭

和
３

年
２

月
1
9
2
8
0
2

4

第
一

図
原

田
淑

人
「
漢

代
の

釉
陶

俑
」

『
民

族
』
3
-
3

昭
和

３
年

３
月

1
9
2
8
0
3

6
8

第
二

図
原

田
淑

人
「
漢

代
の

釉
陶

俑
」

『
民

族
』
3
-
3

昭
和

３
年

３
月

1
9
2
8
0
3

7
1

第
三

図
原

田
淑

人
「
漢

代
の

釉
陶

俑
」

『
民

族
』
3
-
3

昭
和

３
年

３
月

1
9
2
8
0
3

7
2

第
四

図
原

田
淑

人
「
漢

代
の

釉
陶

俑
」

『
民

族
』
3
-
3

昭
和

３
年

３
月

1
9
2
8
0
3

7
3

第
五

図
原

田
淑

人
「
漢

代
の

釉
陶

俑
」

『
民

族
』
3
-
3

昭
和

３
年

３
月

1
9
2
8
0
3

7
3

第
六

図
原

田
淑

人
「
漢

代
の

釉
陶

俑
」

『
民

族
』
3
-
3

昭
和

３
年

３
月

1
9
2
8
0
3

7
4

第
七

図
原

田
淑

人
「
漢

代
の

釉
陶

俑
」

『
民

族
』
3
-
3

昭
和

３
年

３
月

1
9
2
8
0
3

7
4

八
王

子
車

人
形

　
式

三
番

叟
小

田
内

通
久

解
説

『
民

俗
芸

術
』
1
-
3

昭
和

３
年

３
月

1
9
2
8
0
3

口
絵

豊
橋

神
明

社
鬼

祭
の

中
（
御

神
楽

)
『
民

俗
芸

術
』
1
-
3

昭
和

３
年

３
月

1
9
2
8
0
3

4
0

鳩
間

ぶ
し

解
説

『
民

俗
芸

術
』
1
-
4

昭
和

３
年

４
月

1
9
2
8
0
4

口
絵

鷲
の

島
し

ぶ
宮

良
当

壮
「
八

重
山

の
鷲

の
歌

」
『
民

俗
芸

術
』
1
-
4

昭
和

３
年

４
月

1
9
2
8
0
4

2
1

あ
ま

が
は

踊
宮

良
当

壮
「
八

重
山

の
民

謡
」

『
民

俗
芸

術
』
1
-
4

昭
和

３
年

４
月

1
9
2
8
0
4

6
9

ゑ
ん

ぶ
り

中
道

　
等

「
奥

州
八

戸
の

舞
踊

『
ゑ

ん
ぶ

り
』
略

解
」

『
民

俗
芸

術
』
1
-
4

昭
和

３
年

４
月

1
9
2
8
0
4

7
3

青
柴

垣
神

事
巫

女
下

船
社

務
所

「
美

保
神

社
青

柴
垣

神
事

」
『
民

俗
芸

術
』
1
-
4

昭
和

３
年

４
月

1
9
2
8
0
4

8
1

か
ざ

な
お

り
と

金
花

箸
　

奄
美

大
島

の
祝

女
の

用
ゐ

る
も

の
で

、
左

の
３

つ
は

か
ざ

な
お

り
、

右
の

１
つ

は
金

花
箸

伊
波

普
猷

「
か

ざ
な

お
り

考
」

『
民

族
』
3
-
4

昭
和

３
年

５
月

1
9
2
8
0
5

1
1
5

壬
生

狂
言

炮
烙

割
り

永
田

衡
吉

解
説

『
民

俗
芸

術
』
1
-
5

昭
和

３
年

５
月

1
9
2
8
0
5

口
絵

挿
図

Ａ
　

黒
谷

上
人

絵
伝

（
神

戸
川

崎
男

爵
家

蔵
）

岩
橋

小
弥

太
「
花

田
植

の
写

真
を

観
て

」
『
民

俗
芸

術
』
1
-
5

昭
和

３
年

５
月

1
9
2
8
0
5

1
3

第
二

図
・
民

家
を

利
用

せ
る

一
例

（
一

）
小

田
内

通
久

「
八

王
子

車
人

形
の

話
」

『
民

俗
芸

術
』
1
-
5

昭
和

３
年

５
月

1
9
2
8
0
5

5
5

第
三

図
・
民

家
を

利
用

せ
る

一
例

（
二

）
第

二
図

の
見

取
図

小
田

内
通

久
「
八

王
子

車
人

形
の

話
」

『
民

俗
芸

術
』
1
-
5

昭
和

３
年

５
月

1
9
2
8
0
5

5
9

琉
球

古
劇

「
花

売
の

縁
」
主

人
公

森
川

子
に

扮
し

た
る

名
優

新
垣

松
莟

伊
波

普
猷

解
説

『
民

俗
芸

術
』
1
-
6

昭
和

３
年

６
月

1
9
2
8
0
6

口
絵

布
さ

ら
し

節
柳

田
國

男
「
島

の
歴

史
と

芸
術

」
『
民

俗
芸

術
』
1
-
6

昭
和

３
年

６
月

1
9
2
8
0
6

9

父
尉

（
日

光
作

大
西

亮
太

郎
氏

蔵
）

山
崎

楽
堂

「
申

楽
の

翁
」

『
民

俗
芸

術
』
1
-
6

昭
和

３
年

６
月

1
9
2
8
0
6

4
6

延
命

冠
者

(文
蔵

作
金

剛
謹

之
助

氏
蔵

)
山

崎
楽

堂
「
申

楽
の

翁
」

『
民

俗
芸

術
』
1
-
6

昭
和

３
年

６
月

1
9
2
8
0
6

4
7

奠
鳫

用
木

鳫
二

種
　

京
城

帝
国

大
学

民
俗

参
考

品
室

所
蔵

秋
葉

　
隆

「
奠

鳫
考

」
『
民

族
』
3
-
5

昭
和

３
年

７
月

1
9
2
8
0
7

6
5

●
清

野
謙

次
「
扶

餘
の

旧
都

」
『
民

族
』
3
-
5

昭
和

３
年

７
月

1
9
2
8
0
7

8
8

●
清

野
謙

次
「
扶

餘
の

旧
都

」
『
民

族
』
3
-
5

昭
和

３
年

７
月

1
9
2
8
0
7

9
0
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●
清

野
謙

次
「
扶

餘
の

旧
都

」
『
民

族
』
3
-
5

昭
和

３
年

７
月

1
9
2
8
0
7

9
2

●
清

野
謙

次
「
扶

餘
の

旧
都

」
『
民

族
』
3
-
5

昭
和

３
年

７
月

1
9
2
8
0
7

9
3

●
清

野
謙

次
「
扶

餘
の

旧
都

」
『
民

族
』
3
-
5

昭
和

３
年

７
月

1
9
2
8
0
7

9
3

●
清

野
謙

次
「
扶

餘
の

旧
都

」
『
民

族
』
3
-
5

昭
和

３
年

７
月

1
9
2
8
0
7

9
4

●
清

野
謙

次
「
伯

耆
出

雲
よ

り
周

防
へ

」
『
民

族
』
3
-
6

昭
和

３
年

９
月

1
9
2
8
0
9

1
5
4

●
清

野
謙

次
「
伯

耆
出

雲
よ

り
周

防
へ

」
『
民

族
』
3
-
6

昭
和

３
年

９
月

1
9
2
8
0
9

1
5
4

●
清

野
謙

次
「
伯

耆
出

雲
よ

り
周

防
へ

」
『
民

族
』
3
-
6

昭
和

３
年

９
月

1
9
2
8
0
9

1
5
4

●
清

野
謙

次
「
伯

耆
出

雲
よ

り
周

防
へ

」
『
民

族
』
3
-
6

昭
和

３
年

９
月

1
9
2
8
0
9

1
5
8

●
清

野
謙

次
「
伯

耆
出

雲
よ

り
周

防
へ

」
『
民

族
』
4
-
1

昭
和

３
年

1
1
月

1
9
2
8
1
1

1
3
5

●
清

野
謙

次
「
伯

耆
出

雲
よ

り
周

防
へ

」
『
民

族
』
4
-
1

昭
和

３
年

1
1
月

1
9
2
8
1
1

1
3
5

●
清

野
謙

次
「
伯

耆
出

雲
よ

り
周

防
へ

」
『
民

族
』
4
-
1

昭
和

３
年

1
1
月

1
9
2
8
1
1

1
3
7

●
小

泉
　

鐵
「
シ

ー
バ

ウ
社

の
記

録
」

『
民

族
』
4
-
2

昭
和

４
年

１
月

1
9
2
9
0
1

1
3
5

三
河

砥
神

神
社

の
田

遊
祭

解
説

『
民

俗
芸

術
』
2
-
1

昭
和

４
年

１
月

1
9
2
9
0
1

口
絵

御
祭

用
具

廃
物

利
用

の
一

例
　

図
師

嘉
彦

図
師

嘉
彦

・
井

上
錦

明
「
庭

飾
と

注
連

」
『
民

俗
芸

術
』
2
-
1

昭
和

４
年

１
月

1
9
2
9
0
1

1
0

黒
島

く
ど

き
解

説
『
民

俗
芸

術
』
2
-
2

昭
和

４
年

２
月

1
9
2
9
0
2

口
絵

高
砂

そ
う

だ
い

西
角

井
正

慶
「
万

作
芝

居
の

話
」

『
民

俗
芸

術
』
2
-
2

昭
和

４
年

２
月

1
9
2
9
0
2

3
6

広
い

大
寺

西
角

井
正

慶
「
万

作
芝

居
の

話
」

『
民

俗
芸

術
』
2
-
2

昭
和

４
年

２
月

1
9
2
9
0
2

3
9

シ
ビ

リ
ヤ

て
れ

る
国

民
の

刺
縫

解
説

『
民

俗
芸

術
』
2
-
3

昭
和

４
年

３
月

1
9
2
9
0
3

口
絵

第
二

図
図

師
嘉

彦
「
見

世
物

小
屋

に
就

い
て

」
『
民

俗
芸

術
』
2
-
3

昭
和

４
年

３
月

1
9
2
9
0
3

２

第
三

図
図

師
嘉

彦
「
見

世
物

小
屋

に
就

い
て

」
『
民

俗
芸

術
』
2
-
3

昭
和

４
年

３
月

1
9
2
9
0
3

３

第
九

図
図

師
嘉

彦
「
見

世
物

小
屋

に
就

い
て

」
『
民

俗
芸

術
』
2
-
3

昭
和

４
年

３
月

1
9
2
9
0
3

1
0

第
十

図
図

師
嘉

彦
「
見

世
物

小
屋

に
就

い
て

」
『
民

俗
芸

術
』
2
-
3

昭
和

４
年

３
月

1
9
2
9
0
3

1
0

シ
ビ

リ
ヤ

西
部

か
ち

ん
つ

国
民

の
夜

の
遊

戯
『
民

俗
芸

術
』
2
-
3

昭
和

４
年

３
月

1
9
2
9
0
3

2
6

細
田

川
西

角
井

正
慶

「
万

作
芝

居
の

話
」

『
民

俗
芸

術
』
2
-
3

昭
和

４
年

３
月

1
9
2
9
0
3

5
0

●
坪

井
忠

彦
「
尾

張
岩

塚
の

つ
う

く
ろ

祭
」

『
民

俗
芸

術
』
2
-
3

昭
和

４
年

３
月

1
9
2
9
0
3

7
6
～

7
9

た
ぶ

と
椿

と
の

杜
折

口
信

夫
『
古

代
研

究
』
民

俗
学

篇
１

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

巻
頭

辺
戸

名
の

ろ
折

口
信

夫
折

口
信

夫
『
古

代
研

究
』
民

俗
学

篇
１

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

6
4
～

6
5

国
頭

村
辺

戸
の

神
人

折
口

信
夫

折
口

信
夫

『
古

代
研

究
』
民

俗
学

篇
１

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

6
4
～

6
5

久
高

島
久

高
の

ろ
折

口
信

夫
折

口
信

夫
『
古

代
研

究
』
民

俗
学

篇
１

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

8
0
～

8
1

久
高

島
久

高
の

ろ
折

口
信

夫
折

口
信

夫
『
古

代
研

究
』
民

俗
学

篇
１

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

8
0
～

8
1

摩
文

仁
の

ろ
折

口
信

夫
折

口
信

夫
『
古

代
研

究
』
民

俗
学

篇
１

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

9
6
～

9
7

八
重

山
大

阿
母

折
口

信
夫

折
口

信
夫

『
古

代
研

究
』
民

俗
学

篇
１

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

9
6
～

9
7

だ
い

が
く

折
口

信
夫

『
古

代
研

究
』
民

俗
学

篇
１

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

3
0
4
～

3
0
5

花
祭

り
の

翁
(豊

根
村

上
黒

川
)

故
千

家
経

麻
呂

折
口

信
夫

『
古

代
研

究
』
民

俗
学

篇
１

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

5
1
4

門
神

柱
(下

伊
那

・
北

設
楽

)
早

川
孝

太
郎

折
口

信
夫

『
古

代
研

究
』
民

俗
学

篇
１

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

6
0
7

あ
か

た
び

(た
ぶ

)能
登

一
の

宮
折

口
信

夫
『
古

代
研

究
』
民

俗
学

篇
１

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

6
0
8
～

6
0
9

ひ
ら

た
び

　
お

た
び

様
(塚

)
折

口
信

夫
『
古

代
研

究
』
民

俗
学

篇
１

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

6
0
8
～

6
0
9

め
た

び
(俚

称
肉

桂
た

び
)

折
口

信
夫

『
古

代
研

究
』
民

俗
学

篇
１

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

6
0
8
～

6
0
9

早
処

女
(羽

後
飽

海
郡

女
鹿

)
宮

本
勢

助
折

口
信

夫
『
古

代
研

究
』
民

俗
学

篇
１

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

6
1
9

丘
の

た
ぶ

折
口

信
夫

『
古

代
研

究
』
民

俗
学

篇
１

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

6
2
4
～

6
2
5
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花
舞

ひ
・
盆

の
手

故
千

家
経

麻
呂

折
口

信
夫

『
古

代
研

究
』
民

俗
学

篇
１

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

6
3
2

八
百

比
丘

尼
穂

積
忠

折
口

信
夫

『
古

代
研

究
』
国

文
学

篇
昭

和
４

年
４

月
1
9
2
9
0
4

口
絵

久
高

島
外

間
の

ろ
折

口
信

夫
折

口
信

夫
『
古

代
研

究
』
国

文
学

篇
昭

和
４

年
４

月
1
9
2
9
0
4

口
絵

久
高

島
外

間
の

ろ
折

口
信

夫
折

口
信

夫
『
古

代
研

究
』
国

文
学

篇
昭

和
４

年
４

月
1
9
2
9
0
4

口
絵

漂
著

神
を

祀
っ

た
た

ぶ
の

杜
折

口
信

夫
『
古

代
研

究
』
国

文
学

篇
昭

和
４

年
４

月
1
9
2
9
0
4

口
絵

岬
の

た
ぶ

折
口

信
夫

『
古

代
研

究
』
国

文
学

篇
昭

和
４

年
４

月
1
9
2
9
0
4

口
絵

あ
か

た
び

(二
)

折
口

信
夫

『
古

代
研

究
』
国

文
学

篇
昭

和
４

年
４

月
1
9
2
9
0
4

口
絵

さ
い

の
神

穂
積

忠
折

口
信

夫
『
古

代
研

究
』
国

文
学

篇
昭

和
４

年
４

月
1
9
2
9
0
4

口
絵

さ
い

の
神

穂
積

忠
折

口
信

夫
『
古

代
研

究
』
国

文
学

篇
昭

和
４

年
４

月
1
9
2
9
0
4

口
絵

第
１

図
金

関
丈

夫
・
田

幡
丈

夫
「
ア

イ
ヌ

婦
人

の
頭

部
変

形
に

就
て

」
『
民

族
』
4
-
3

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

4
2

第
一

図
　

コ
リ

ヤ
ー

ク
シ

ャ
マ

ン
圀

下
大

慧
「
シ

ャ
マ

ン
の

服
装

と
持

物
と

そ
の

意
味

」
『
民

族
』
4
-
3

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

6
6

第
二

図
　

ヤ
ク

ー
ト

シ
ャ

マ
ン

　
前

面
　

背
面

圀
下

大
慧

「
シ

ャ
マ

ン
の

服
装

と
持

物
と

そ
の

意
味

」
『
民

族
』
4
-
3

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

6
7

第
三

図
　

Ｂ
エ

ニ
ゼ

イ
シ

ャ
マ

ン
の

上
衣

圀
下

大
慧

「
シ

ャ
マ

ン
の

服
装

と
持

物
と

そ
の

意
味

」
『
民

族
』
4
-
3

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

6
9

第
五

図
　

ソ
ヨ

ン
シ

ャ
マ

ン
(前

面
)

圀
下

大
慧

「
シ

ャ
マ

ン
の

服
装

と
持

物
と

そ
の

意
味

」
『
民

族
』
4
-
3

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

7
1

第
六

図
　

ソ
ヨ

ン
シ

ャ
マ

ン
(背

面
)

圀
下

大
慧

「
シ

ャ
マ

ン
の

服
装

と
持

物
と

そ
の

意
味

」
『
民

族
』
4
-
3

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

7
1

第
七

図
　

カ
ラ

ガ
ス

シ
ャ

マ
ン

（
前

面
）

圀
下

大
慧

「
シ

ャ
マ

ン
の

服
装

と
持

物
と

そ
の

意
味

」
『
民

族
』
4
-
3

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

7
3

第
八

図
　

カ
ラ

ガ
ス

シ
ャ

マ
ン

（
背

面
）

圀
下

大
慧

「
シ

ャ
マ

ン
の

服
装

と
持

物
と

そ
の

意
味

」
『
民

族
』
4
-
3

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

7
3

第
十

図
　

ゴ
ー

ル
ト

シ
ャ

マ
ン

　
前

面
圀

下
大

慧
「
シ

ャ
マ

ン
の

服
装

と
持

物
と

そ
の

意
味

」
『
民

族
』
4
-
3

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

7
4

第
十

一
図

　
Ｂ

エ
ニ

セ
イ

シ
ャ

マ
ン

の
長

靴
圀

下
大

慧
「
シ

ャ
マ

ン
の

服
装

と
持

物
と

そ
の

意
味

」
『
民

族
』
4
-
3

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

7
7

第
十

四
図

　
ア

ル
タ

イ
シ

ャ
マ

ン
の

前
面

圀
下

大
慧

「
シ

ャ
マ

ン
の

服
装

と
持

物
と

そ
の

意
味

」
『
民

族
』
4
-
3

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

7
9

第
三

十
四

図
　

エ
ニ

セ
イ

シ
ャ

マ
ン

の
円

形
太

鼓
（
表

面
）

圀
下

大
慧

「
シ

ャ
マ

ン
の

服
装

と
持

物
と

そ
の

意
味

」
『
民

族
』
4
-
3

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

8
8

第
三

十
五

図
　

エ
ニ

セ
イ

シ
ャ

マ
ン

の
円

形
太

鼓
（
裏

面
）

圀
下

大
慧

「
シ

ャ
マ

ン
の

服
装

と
持

物
と

そ
の

意
味

」
『
民

族
』
4
-
3

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

8
8

文
楽

座
の

新
口

村
の

舞
台

面
解

説
『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

口
絵

鳥
取

の
流

し
雛

（
土

の
頭

・
紙

の
衣

装
)

柳
田

國
男

「
人

形
と

オ
シ

ラ
神

」
『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

８

紀
州

湯
川

明
神

の
人

形
柳

田
國

男
「
人

形
と

オ
シ

ラ
神

」
『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

９

●
柳

田
國

男
「
人

形
と

オ
シ

ラ
神

」
『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

1
4

八
王

子
の

車
人

形
（
日

向
景

清
矢

島
日

記
)

柳
田

國
男

「
人

形
と

オ
シ

ラ
神

」
『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

2
4

秩
父

人
形

　
葛

の
葉

子
別

れ
柳

田
國

男
「
人

形
と

オ
シ

ラ
神

」
『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

2
5

日
向

岩
川

八
幡

の
大

人
弥

五
郎

折
口

信
夫

「
偶

人
信

仰
の

民
俗

化
並

び
に

伝
説

化
せ

る
道

」
『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

3
1

七
尾

の
山

車
人

形
折

口
信

夫
「
偶

人
信

仰
の

民
俗

化
並

び
に

伝
説

化
せ

る
道

」
『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

3
6

陸
中

の
草

人
形

に
こ

ら
い

・
ね

ふ
す

き
ー

折
口

信
夫

「
偶

人
信

仰
の

民
俗

化
並

び
に

伝
説

化
せ

る
道

」
『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

3
7

ま
じ

な
い

人
形

折
口

信
夫

「
偶

人
信

仰
の

民
俗

化
並

び
に

伝
説

化
せ

る
道

」
『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

3
8

ま
じ

な
い

人
形

折
口

信
夫

「
偶

人
信

仰
の

民
俗

化
並

び
に

伝
説

化
せ

る
道

」
『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

3
9

陸
中

遠
野

の
お

ひ
ら

様
に

こ
ら

い
・
ね

ふ
す

き
ー

折
口

信
夫

「
偶

人
信

仰
の

民
俗

化
並

び
に

伝
説

化
せ

る
道

」
『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

5
2

武
蔵

西
多

摩
の

お
ひ

ら
様

村
上

清
文

折
口

信
夫

「
偶

人
信

仰
の

民
俗

化
並

び
に

伝
説

化
せ

る
道

」
『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

5
3

薩
摩

雛
（
帝

室
博

物
館

蔵
）

折
口

信
夫

「
偶

人
信

仰
の

民
俗

化
並

び
に

伝
説

化
せ

る
道

」
『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

5
5

三
河

雛
（
帝

室
博

物
館

蔵
）

折
口

信
夫

「
偶

人
信

仰
の

民
俗

化
並

び
に

伝
説

化
せ

る
道

」
『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

5
5

元
禄

時
代

の
立

雛
（
帝

室
博

物
館

蔵
）

折
口

信
夫

「
偶

人
信

仰
の

民
俗

化
並

び
に

伝
説

化
せ

る
道

」
『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

5
6

淡
路

地
方

の
伝

説
に

よ
る

百
太

夫
の

図
吉

井
太

郎
百

太
夫

考
『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

7
0

百
太

夫
社

（
向

っ
て

右
）

吉
井

太
郎

百
太

夫
考

『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

7
1

淡
路

岩
屋

神
社

に
於

け
る

人
形

操
の

光
景

（
太

閤
記

）
『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

7
4

人
形

吉
遺

品
　

八
重

垣
姫

鷲
尾

正
久

「
西

宮
人

形
座

の
餘

蘗
」

『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

7
6

人
形

吉
所

有
か

さ
ね

鷲
尾

正
久

「
西

宮
人

形
座

の
餘

蘗
」

『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

7
7

111



ビ
ラ

の
い

ろ
い

ろ
小

澤
愛

圀
「
日

本
と

欧
州

の
糸

操
り

」
『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

8
9

結
城

孫
三

郎
一

座
壷

阪
の

舞
台

面
小

澤
愛

圀
「
日

本
と

欧
州

の
糸

操
り

」
『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

9
0

正
チ

ャ
ン

の
冒

険
『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

9
2

古
代

イ
タ

リ
ー

の
人

形
南

江
二

郎
「
我

偶
人

劇
の

世
界

的
地

位
と

其
特

色
」

『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

9
8

セ
イ

ロ
ン

の
操

り
人

形
南

江
二

郎
「
我

偶
人

劇
の

世
界

的
地

位
と

其
特

色
」

『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

1
0
3

ジ
ャ

バ
の

影
絵

南
江

二
郎

「
我

偶
人

劇
の

世
界

的
地

位
と

其
特

色
」

『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

1
0
6

支
那

の
影

絵
南

江
二

郎
「
我

偶
人

劇
の

世
界

的
地

位
と

其
特

色
」

『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

1
0
8

吉
田

冠
十

郎
の

車
人

形
松

王
丸

南
江

二
郎

「
我

偶
人

劇
の

世
界

的
地

位
と

其
特

色
」

『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

1
1
1

文
楽

座
の

八
百

屋
お

七
（
吉

田
文

五
郎

）
南

江
二

郎
「
我

偶
人

劇
の

世
界

的
地

位
と

其
特

色
」

『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

1
1
4

秩
父

人
形

の
骨

組
小

寺
融

吉
「
人

形
と

人
形

つ
か

ひ
」

『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

1
3
2

心
中

天
網

島
の

舞
台

面
小

寺
融

吉
「
人

形
と

人
形

つ
か

ひ
」

『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

1
5
6

第
二

図
小

田
内

通
久

「
佐

渡
の

ノ
ロ

マ
人

形
の

機
構

」
『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

1
6
6

第
四

図
小

田
内

通
久

「
佐

渡
の

ノ
ロ

マ
人

形
の

機
構

」
『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

1
7
0

第
五

図
小

田
内

通
久

「
佐

渡
の

ノ
ロ

マ
人

形
の

機
構

」
『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

1
7
1

吉
田

の
足

大
亦

詮
一

郎
「
秩

父
に

於
け

る
人

形
芝

居
」

『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

1
8
2

吉
田

の
首

大
亦

詮
一

郎
「
秩

父
に

於
け

る
人

形
芝

居
」

『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

1
8
3

秩
父

人
形

の
衣

裳
大

亦
詮

一
郎

「
秩

父
に

於
け

る
人

形
芝

居
」

『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

1
8
5

秩
父

人
形

の
頭

大
亦

詮
一

郎
「
秩

父
に

於
け

る
人

形
芝

居
」

『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

1
8
6

カ
ラ

ク
リ

大
亦

詮
一

郎
「
秩

父
に

於
け

る
人

形
芝

居
」

『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

1
8
8

鳴
門

の
お

鶴
座

間
太

郎
「
安

房
平

群
の

人
形

芝
居

」
『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

1
9
1

巡
礼

と
ば

ら
の

舞
台

面
上

原
七

六
「
花

や
し

き
の

糸
あ

や
つ

り
」

『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

1
9
8

松
根

義
雄

氏
上

原
七

六
「
花

や
し

き
の

糸
あ

や
つ

り
」

『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

1
9
9

車
人

形
の

三
番

叟
萬

屋
長

右
衛

門
「
玉

川
文

楽
の

車
人

形
と

写
し

絵
」

『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

2
1
9

人
形

の
頭

一
萬

屋
長

右
衛

門
「
玉

川
文

楽
の

車
人

形
と

写
し

絵
」

『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

2
2
0

人
形

の
頭

二
萬

屋
長

右
衛

門
「
玉

川
文

楽
の

車
人

形
と

写
し

絵
」

『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

2
2
1

写
し

絵
の

機
械

萬
屋

長
右

衛
門

「
玉

川
文

楽
の

車
人

形
と

写
し

絵
」

『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

2
2
2

写
し

絵
の

原
画

萬
屋

長
右

衛
門

「
玉

川
文

楽
の

車
人

形
と

写
し

絵
」

『
民

俗
芸

術
』
2
-
4

昭
和

４
年

４
月

1
9
2
9
0
4

2
2
3

結
城

孫
三

郎
の

う
つ

し
絵

　
舌

切
雀

の
原

画
萬

屋
長

右
衛

門
「
玉

川
文

楽
の

車
人

形
と

写
し

絵
」
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図１　『土俗と伝説』
　　　　第1巻１号・２号表紙

図２　岡本彦七「だいがくの研究」
　　　に掲載された「だいがく」
　　　の写真と図
　　（『土俗と伝説』第１巻第１号）

図３　『民俗芸術』第１巻第１号
　　　　の口絵と解説
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図４Ａ　大正12年の折口信夫の沖縄調査：三平殿内の写真と図解

図４Ｂ　大正12年の折口信夫の沖縄調査：石垣島・名蔵御嶽への供物写真と図解

図５　昭和12年刊の『民具問答集』（アチック・ミューゼアム）
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図７　須藤功編『写真でみる日本生活図引』第１巻の「山村の畑」

図６　『絵巻物による日本常民生活絵引』の図と解説
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図９　京都市文化財保護課『一枚の写真－近代京都庶民生活写真引き－』

図８　須藤功編『写真でみる日本生活図引』第１巻の「昼どき」
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図10　『山北町史』別編民俗の「暮らしのアルバム」

図11　香月洋一郎『景観のなかの暮らし－生産領域の民俗－』
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図12　滋賀県立琵琶湖博物館『私とあなたの琵琶湖アルバム』

図13Ａ　長野県教育委員会『雪まつり』
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図13Ｂ　長野県教育委員会『雪まつり』

図14　『山に生かされた日々　新潟県朝日村奥三面の生活誌』
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図15　柳田國男監修『日本民俗図録』の「喪服と新墓」

図16　松村利規「宮崎の精霊棚」（『民具研究』第120号）
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